
第2回協働推進委員会ワークショップ 
「行政の市民活動の現場へのさんかく・しかく・まる」 

 

行政の市民活動現場へのさんかくキーワード 

 
死角（しかく）をなくそう 

○ 守りと攻めの対立という死角をなくそう 
○ ニガテ意識、よそ者意識の死角をなくそう 
○ 出稼ぎ労働者的死角をなくそう 
 
 

廻る（まる）をうながす 

○ 直接・間接に現場を見る 
○ とことん聞く耳を持つ “クレームはチャンス” 
○ 若者のスケボーのようなイキイキ状況を発見する 

 
 
視覚を生かす 

○ 市民と同じ目線で見る 
○ 何かを一緒にやることで気づきがうながされる 対話と行動を共にする 
○ お互い腹八分目 休止符・アソビ・間 
○ クッション的役割 コミュニケーションスキル 
 
 
参画をつくる 

○ ミッション（使命感）・パッション（情熱）・カンバン（法制度）の三位一体 
○ おもしろくて楽しくてしょうがない“生き方としての協働” 
○ 目に見える成果で協働の広告塔にし、気運を世論に！！ 
○ インターンシップ制度として参加する仕組みを 



 
 
 
 
 

市職員を敵視てい

る発言 
叱る感じ 

弱い行政 
行政は市民に言い

にくい 

お互い腹八分目 
２つの「あそび」 
○ ペーシング アンド リード 
○ 一杯飲む！一緒に食事をする 

現  状 解決のヒント 

信頼関係がないと

はじまらない 

笑顔のない行政 

褒められるとウレシイ 広告&PR！ 目に見える成功体験で協働の機運を高める！！ 

守
り
の 

行
政 

攻
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とことん聞く！ 
 毒を出す、聞く姿勢

 うなずく、メモる 
クレームはチャンス 
毅然とした態度 
インターンシップ制度

 職員が現場に飛び込

む 

市職員は市民団体

を怖がっている 
ニガテ 

補助金等 
書類が多すぎる 
攻められないよう

に守りの体制

対

立 

行政の限界を知ら

ない市民 
 

行政は何でもでき

る やらなければ

ならんと思ってい

る

弱い立場を利用し

て攻める 

攻
め
と
守
り
の
対
立 

協
働
＝
お
互
い
の
理
解 

市民や市民団体と行政の「なかだち」をする存在 
○ スーパー職員！ 
○ スーパー市民！ 
○ スーパー市民活動団体

 
行政の限界を知る 
市民側のマナー 

スーパー職員 スーパー市民 

同
じ
目
線
で 

Ｃグループ  都築、酒井、石川、竹原、浜島、名畑 



 
 
 
 
 

職場としての豊明

の地域活動にいつ

参加できるのか 

職員もサラリーマ

ン 市外からの出

稼ぎ労働者という

現状 

サービス残業にな

ってしまう 

働いている時間に

調整する 

勤務時間内に市民

活動を見ることが

できるように 

新しいことを取り

組むのに躊躇する

予算がないと言わ

れる

最近職員が市民活

動の現場を回るよ

うになった 

現場に即したやわ

らかい発想と専門

性を身に着ける 

NPOも職員から学
びを得る 

お互いの意識改革 

どのような市民活

動がなされている

のかわからない 

庁舎全体の意識改

革が必要 
全課の参画 

情報を流して自主

的な参加を促進 

市民活動のどの部

分に参画するかを

明確にする 

職員の退職者の地

域参加を促進する 

どのようなライフ

ステージの職員で

も参加できる市民

活動を

現  状 解決のヒント 現  状 解決のヒント 現  状 解決のヒント 

何かを一緒にやることで 

「気づき」が生まれる 

参加するための仕掛け 

「ミッション」 

使   命 

「パッション」 

情   熱 
「労働法制」 

すべてを高めることが必要 

活動が面白ければ、

市民は勝手にやれ

る⇒職員に参加し

て欲しいわけでは

ない 

行政職員はよきコ

ーディネータの役

割が求められる 

労働者という現実と 

自治体職員という使命・役割 

市民も職員も  おもしろくて 楽しくて しょうがない ～ だからできる 

Ｂグループ  小池田、矢澤、三和、伏屋、松本 



 
 
 
 
 

市民活動への理解

はあるが活動状況

をみていない 

解決のヒント 現  状 

市民からのアイデ

アを集める 

市民活動団体は自

分の仕事と関係な

い 

死角□ を 視覚□ に！ 参画△ と廻る○ 

行政はココまでや

ればいいというラ

インを自分で引い

ている 

市民団体にはビク

ビク 
個人意見は無視 

現場を見る 
 

市民と同じ目線で

見る 考える 
 

他人事ではなく市

民の立場で 

死   角 

行政はココまでや

ればいいというラ

インを自分で引い

ている 
市民活動団体は好

きなことをやって

いると思っている 

市民活動団体は協

働課が面倒をみれ

ばよいと考えてい

る 

現場に行くと要望

が来てしまうのを

恐れている 

個別の団体とつき

あうのに理由がい

る 

トップが現場を見

る 部課長が現場

を見に行く 

提案事業に職員も

ちゃんと足を運ぶ 

現場に行った職員

が個人の体験だけ

でなく発表の機会

を

視  覚 廻   る 参   画 

区長会は一方的説

明。区長からの意見

の吸い上げにすべ

き 

現場に行った！が

評価される仕組み 
インセンティブが

必要

インターンまたは

現場で何回か活動

するというシステ

ムを作る 

現場に行った職員

が個人の体験だけ

でなく発表の機会

を

仕事と関係ない市

民活動団体に入っ

てみる、支援する 

問題点をオープン

に 
仕事を離れてやっ

ていることを見に

行く 

現場からのアイデ

アを活かす 

Ａグループ  遠藤、木下、鈴木、三島、平松 


